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　　び定量解析一99mTc－PMT，99mTc・フチン酸との

　　比較検討一

福井　弘幸

橋川　一雄

笠原　彰紀

柏木　　徹　　森脇　　博

木村　和文　　小塚　隆弘

　　　　　　　（大阪大・中放）

房本　英之　　鎌田　武信

　　　　　　　　　（同・一内）

　肝細胞膜受容体に特異的に結合する合成糖蛋白（Galac・

tosyl　Human　Serum　Albumin：GSA）に99mTcを標識

した99mTc－GSAを用いて，15例の慢性肝疾患患者を対

象に肝シンチグラフィを行い，肝疾患診断における有用

性を定性および定量的に検討した．またそれらの結果を

従来の99mTc・phytateや99mTc－PMTによる結果と比較

検討した．方法は，99mTc－GSA　185　MBq（5　mCi）を肘

静脈より急速注入し，0－40分間と100－120分間におけ

る20秒ごとのシンチカメラ画像をオンラインで接続し

たデータ処理装置に記録した．イメージに関しては，

99mTc－GSAは，99mTc－PMT，99mTc－phytateと比較して

肝への取り込みが遅く，肝は全例注射後40分以内に描

出されたが，心陰影は肝硬変症全例で40分後にも残存

した．99mTc－GSAによる肝イメージの画質は肝機能悪

化症例で劣化すると考えられた．一方，99mTc－GSAの

体内動態の解析は，心，肝の動態曲線に対し，血中，肝

の2個のcompartmentを想定した理論式を設定し行っ

た．理論式により得られた心，肝動態曲線は実測曲線

と非常によく適合した．理論式により得られた消失率

（Kd），肝摂取率（Ku），　Peak　Time（PT）は，慢性肝炎群

（0．2061／min，0．097～／min，36．2　min）と肝硬変群（0．124

1／min，0．0621／min，57．9　min）間で有意差を認めた．ま

たこれらの指標は血清肝機能指標，ICG検査成績とも相

関を示した．99mTc－GSAと99mTc－PMTとは，　Ku，　PT，

Keに関して相関が認められたが，99mTc－GSAと99mTc－

phytateとは各指標間で相関が認められなかった．以上

から，99mTc－GSAを用いた肝シンチグラフィは，慢性

肝疾患の診断に有用であると考えられた．

3．肝細胞癌のTc・99m　PMT取り込みに影響を及ぼす

　　要因
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　肝細胞癌症例において腫瘍によるTc・99m　PMT取り

込みとこれに影響を及ぼす因子について検討した．肝細

胞癌症例をTc－99m　PMT後期イメージングにおいて強

陽性を呈した群とそうでない群（弱陽性，陰性，および

判定不能例）に分類し，この成績と各種因子との関連性

を調べた．各種要因のうち腫瘍によるTc－99m　PMT取り

込みと明らかに関連があることを示す成績が得られたも

のは，腫瘍細胞分化度，血清AFP値，腫瘍径，および

性の4因子であった．血清ピリルビン値については強陽

性群とそうでない群の間で平均値に有意の差が存在する

ことを認めたが，血清ピリルピン値のランク分類とTc・

99m　PMT後期イメージングの成績との間に明らかな関

連を認めなかった．今後多変量解析により検討を行う予

定である．
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　肝硬変患者の腰椎骨塩量を測定し，健常人との比較お

よび経時的変化を検討した．

　対象は肝硬変症94例（男性59例，女性35例），コン

トP一ルとして健常人342例（男性151例，女性191

例）．方法は153Gd内蔵のNorland社製Dichromatic

bone　densitometer　Model　2600にて腰椎の骨塩量を測

定し，第3腰椎（L3）Bone　mineral　density（BMD）を用

いて検討した．

　男性肝硬変患者のL3のBMDは，30歳代から70歳

代まで10歳ごとの平均値で各年齢層を通じ，健常人と

の間に有意差はなかった．しかし個々の症例のBMDは

全年齢層において幅広い分布を示し，骨塩減少の著明な

症例も多く認められた．女性肝硬変患者のL3のBMD
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